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中学校書写における行書学習の意義の再検討 （ 107 ）
（1）昭和 22年・26年改定版（試案）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































中学校書写における行書学習の意義の再検討 （ 127 ）
が行われることを期待したい。
注












号　平成 29年 8月 1日
２　浦野俊則「中学生の書字実態から見た行書体学習に関する考察」『千葉大学教育学





学会編『明解　書写教育 ( 増補新訂版 )』萱原書房　平成 25 年 4月 1日　Ｐ 145 に
一覧が示されている。
４　杉山勇人「大正・昭和戦前期国語科書キ方教育の歴史的展開―背景としての言語学・
国語教育学―」『鎌倉女子大学紀要』第 23巻　平成 28年 3月　Ｐ 33-34
　　毛筆廃止論は，すでに大正期から議論となっていたことが指摘されている。この
経緯については，さらに，樋口咲子「『書キ方』期における毛筆学習の意義」『国際






活問題の再検」『国際書学研究 /2000』平成 12 年 9 月，藤田祐介①「占領期におけ
（ 128 ）
る書教育の存廃論議について―『復活』過程におけるその展開と帰結―」『教育学研
究集録』第 25集　平成 13年 10 月 1日，同②「占領期の書教育『復活』をめぐる政
治過程―利益団体としての書道関係団体の活動に焦点を当てて」『日本教育行政学会


































中学校書写における行書学習の意義の再検討 （ 129 ）
15　同　P38-55 では，平成元年の改定当時，書写力の未熟化の問題とその背景が指摘
されており，のちに触れる手書きの機会の減退からも，行書の日常での使用，そし
て行書学習の定着に関しては，昭和 22 年・26 年当初より，かなり減退していたこ
とが想像される。こうした中での行書学習の根拠の相対化は，行書学習の意義にとっ
ては，大きな喪失であったと考えられる。
16　文部科学省『中学校学習指導要領』　平成 20年 8月 20 日





















二玄社　平成 3年 2月 15 日 , 同『書の文化史』中　二玄社　平成 8年 6月 25 日を，










32　『新編　新しい書写一・二・三年』東京書籍　平成 29年 2月 10 日　P28-31
33　樋口咲子・本田容子・津村幸恵・白井さやか「筆脈・筆圧に着目した中学校国語





力をアップする！新授業モデル　中学校編』明治図書出版　平成 23年 10 月　P128-
133
35　荒井一浩・加藤泰弘・松本貴子「書写と書道の接続に関する実践的研究―行書の


















等学校学習指導要領』平成 21年 9月 30 日　P106-109
40　福永聖子・片山徹也・庄山茂子「異なるフォントと配置のテロップを用いた和食
の料理工程画面の印象評価」『人間と生活環境』21　平成 26年 5月　P29
41　『現代の書写　一・二・三』三省堂　平成 28年 2月 20 日　P28-29
42　『宣和書譜』日原利國訳『中国書論大系』第 5巻　二玄社　昭和 53年 7月 31 日　
P193-194
43　『米芾集』湖北教育出版社　平成 14年 5月　P123
44　宋・蘇軾『東坡題跋』杉村邦彦訳『中国書論大系』第 4巻　昭和 56 年 4月　P85-
86
中学校書写における行書学習の意義の再検討 （ 131 ）
45　清・劉煕載『書概』高畑常信訳　木耳社　昭和 59年 7月 10 日　P281
46　前掲 4　杉山 P37
47　『特別展　詩歌と書―日本のこころと美―』平成 3年 10 月 15 日　古谷稔「概説」
　P16
48　松本仁志・礒野美佳「書写指導と『伝統的な言語文化』の指導の相互補完的連携






























58　朝日新聞　平成 29年 11 月 7日付
59　平成 10 年の改定でも不要論が議論されたことが指摘されている。前掲 5　鈴木①
（ 132 ）
P256-257，261，　松本仁志「国語科書写の再構築に関する基礎的考察」『広島大学大
学院教育学研究紀要』第 1部　第 54号　平成 18年 3月 28 日　P116-118
※学習指導要領との整合性を考え、年号は和暦で統一した。
